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カーボンニュートラルについて



今日の内容

•カーボンニュートラルとは
•なぜカーボンニュートラルをめざすのか
•カーボンニュートラルへの取組み
•発信しよう



自己紹介

• 西脇市 在住
• 兵庫県地球温暖化防止活動推進員
北播磨地域連絡会 会長

• 神戸市 こうべ環境未来館 館長
• 一般社団法人アースパルKOBE 代表理事
• NPO法人ECOレンジャー 理事
• ひょうごSDGsネットワーク 理事
• 神戸市地球環境市民会議
市民行動計画推進部会 委員

• 西脇環境づくり市民会議 副代表
• 北播磨地域ビジョン委員会 環境分科会 会長
• 環境省登録 環境カウンセラー
• 西脇市小坂町 農会長
• IT会社 役員



カーボンニュートラルとは

カーボンニュートラルとは



カーボンニュートラルとは

出典 環境省脱炭素ポータル

CO2に代表される温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること

2020年10月、菅総理大臣は2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、
カーボンニュートラルを目指すことを宣言しました。

「排出を全体としてゼロ」というのは、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から、

植林、森林管理などによる「吸収量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにすることを意味しています。

カーボンニュートラルの達成のためには、温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及び強化をする必要があります。



なぜカーボンニュートラルをめざすのか

世界の平均気温は2020年時点で、工業化以前（1850～1900年）と比べ、既に約1.1℃上昇したことが示されています。
このままの状況が続けば、更なる気温上昇が予測されています。

キーワード 地球温暖化 → 気候変動 → 気候危機



出典 神戸地方気象台Web

なぜカーボンニュートラルをめざすのか



なぜカーボンニュートラルをめざすのか
2018年7月23日
「命にかかわる危険」な暑さ →「一つの災害」と気象庁のコメント

熊谷市： 史上最高気温を更新 ４１．１℃
浜松市： 2020年8月17日 同



出典 神戸地方気象台Web

なぜカーボンニュートラルをめざすのか



出典 PASCO Web

なぜカーボンニュートラルをめざすのか

2018年7月豪雨
200名を超える死者
甚大な被害
愛媛県内で斜面の崩壊が少なくとも
3410か所で確認され、
このうち宇和島市吉田町では
2271か所に上った



なぜカーボンニュートラルをめざすのか

2015年にパリ協定が採択され、世界共通の長期目標として、

世界的な平均気温上昇を工業化以前に比べて

２℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑える努力を追求すること（２℃目標）

今世紀後半に温室効果ガスの人為的な発生源による排出量と吸収源による除去量との

間の均衡を達成すること
等を合意しました。

この実現に向けて、世界が取組を進めており、150以上の国と地域が「2050年カーボンニュートラル」という目標を掲げています。

豪雨や猛暑のリスクが更に高まることが予想されています。

日本においても、農林水産業、水資源、自然生態系、自然災害、健康、産業・経済活動等への影響が出ると指摘されています。

こうした状況は、もはや単なる「気候変動」ではなく、私たち人類や全ての生き物にとっての生存基盤を揺るがす

「気候危機」とも言われています。



カーボンニュートラルへの取組み

DX ＝ デジタル・トランスフォーメーション
SX ＝ サスティナビリティ・トランスフォーメーション
GX ＝ グリーン・トランスフォーメーション
OX ＝ オーガナイザー・トランスフォーメーション
CX ＝ コーポレート・トランスフォーメーション
EX ＝ エネルギー・トランスフォーメーション
QX ＝ クォンタム・トランスフォーメーション
PX ＝ ポートフォリオ・トランスフォーメーション

X＝トランスフォーメーション
こんなにもXがあふれているのは、あらゆる場面で、従来型では対応できないことの
現れ。
環境問題も同様。

失われた30年を取り戻す意味もあると思います。
市民の環境意識も上がってきている。ビジネスがBtoCでなくても、環境配慮は、
企業経営で大変大切になってきている。

さて、昨今 「〇Ｘ」が、世の中にあふれて来ています



カーボンニュートラルへの取組み
GX推進法案「脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の推進に関する法律」

GXを支援する財源「GX経済移行債」の発行
国がCO2の排出に課金して削減を促す「カーボンプライシング（炭素課金）」
の導入など5本柱で構成。
課金などの制度設計は、新法の施行後「2年以内」に取り組む。

カーボンプライシング



カーボンニュートラルへの取組み

カーボンニュートラルは、SDGsの7と13につながっており、
サプライチェーン全体での達成に向けて、対応することが求められている。

環境問題への対応を通じて、取引先や消費者からの信頼性向上・新たな需要の獲得・
資金調達手法の拡大など様々な効果が期待されるものでもあります。

リスクとチャンス。



① エネルギーの使用量を削減する

② 使用するエネルギーを再生可能エネルギーに切り替える

③ CO2 を吸収・除去する取り組みを行う。(例：植林、貯留)※

カーボンニュートラルへの取組み

カーボンニュートラル（脱炭素経営）への取組みステップ



① エネルギーの使用量を削減する

カーボンニュートラルへの取組み

①現状把握 ：エネルギーの使用に伴い発生する CO2 排出量の把握

②当面の取り組み ：省エネ診断の受診、補助金の活用、他社の取り組み事例の研究

③計画策定 ：再生可能エネルギーの活用を中心とした計画策定

サポートサイトが多数あるので、活用を。

・J-Net21（中小機構）
・Shindan-net.jp（省エネルギーセンター）
・環境省Webサイト
・経済産業省Webサイト
・近畿経済産業局Webサイト
・JCCCA（全国地球温暖化防止活動推進センター）
・ひょうご環境創造協会Webサイト
・各企業（NEC、三菱・・・）

J-Net21（独立行政法人中小企業基盤整備機構）より。



カーボンニュートラルへの取組み

見

え

る

化

J-Net21（独立行政法人中小企業基盤整備機構）より



カーボンニュートラルへの取組み
(注)　電気の購入先事業者のコードを、右表にしたがってプルダウンで選択してください。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 累計
(A )

実数 45000 41500 42000 43000 45000 44000 43000 42500 44000 44500 45500 45000 525000 ｋＷｈ 0.318 9.97

CO2
排出量

14310 13197 13356 13674 14310 13992 13674 13515 13992 14151 14469 14310 166950 kg-CO2
(kg-

CO2/kWh)
(MJ/kWh)

使用料金 金額 円 ー ー ー ー ー ー

実数 Ｌ 0.0679 36.7

CO2
排出量

kg-CO2
(kg-

CO2/MJ)
(MJ/L)

使用料金 金額 円 ー ー ー ー ー ー

実数 1500 1500 1500 1500 1500 1500 1500 1500 1500 1500 1500 1500 18000 Ｌ 0.0693 39.1

CO2

排出量
4064 4064 4064 4064 4064 4064 4064 4064 4064 4064 4064 4064 48773 kg-CO2

(kg-

CO2/MJ)
(MJ/L)

使用料金 金額 円 ー ー ー ー ー ー

実数 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2050 2100 2100 24250 Ｎ㎥ 0.0513 41.1

CO2
排出量

4217 4217 4217 4217 4217 4217 4217 4217 4217 4322 4428 4428 51129 kg-CO2
(kg-

CO2/MJ)
(MJ/Ｎ㎥)

使用料金 金額 円 ー ー ー ー ー ー

実数 kg 0.0494 54.6

CO2
排出量

kg-CO2
(kg-

CO2/MJ)
(MJ/kg)

使用料金 金額 円 ー ー ー ー ー ー

実数 kg 0.0598 50.8

CO2

排出量
kg-CO2

(kg-

CO2/MJ)
(MJ/kg)

使用料金 金額 円 ー ー ー ー ー ー

実数 Ｌ 0.0671 34.6

CO2
排出量

kg-CO2
(kg-

CO2/MJ)
(MJ/L)

使用料金 金額 円 ー ー ー ー ー ー

実数 Ｌ 0.0687 37.7

CO2

排出量
kg-CO2

(kg-

CO2/MJ)
(MJ/L)

使用料金 金額 円 ー ー ー ー ー ー

CO2
排出量

22591 21478 21637 21955 22591 22273 21955 21796 22273 22538 22961 22802 266853 - -

CO2排出
量

合計
((kg-
CO2)

266853 － － －

1次ｴﾈﾙｷﾞｰ - - - -
一次エネルギー

使用量合計

(MJ)

6,934,725 －

企業排出ＣＯ２量診断／CO2排出量・一次エネルギー換算エネルギー使用量チェックシート（毎月入力用）

(　　　　　　　　　　　　　　）年度

単位
電力事業者

コード(半角)
(注)

排出係数
(B)

単位
発熱量

(C)

累計

CO2排出量

〔（A)×(B)〕or〔（A)×(B)×（C)〕

累計

一次エネルギー換算

エネルギー使用量

（A)×（C)

累計
使用料金

（円）

一次エネル
ギー使用量

(MJ)
5,234,250 －

 灯油

使用量 ー

CO2排出
量
(kg-

CO2)

一次エネル

ギー使用量
(MJ)

 電力

使用量 6

CO2排出

量
(kg-
CO2)

166950

－

一次エネル
ギー使用量

(MJ)

703,800 －

都市ガス

使用量 ー

CO2排出
量

(kg-
CO2)

996,675 －51129

一次エネル

ギー使用量
(MJ)

A重油

使用量 ー

CO2排出
量
(kg-
CO2)

48773

一次エネル
ギー使用量

(MJ)

－

使用量 ー

CO2排出
量

(kg-
CO2)

－

軽油

使用量 ー

CO2排出

量
(kg-
CO2)

一次エネル
ギー使用量

(MJ)
－

ガソリン

使用量 ー

CO2排出
量
(kg-

CO2)

一次エネル

ギー使用量
(MJ)

二酸化炭素（CO2）排出量合計

一次エネルギー使用量合計

－
一次エネル
ギー使用量

(MJ)

液化天然ガ
ス

(LNG)

使用量 ー

CO2排出
量
(kg-

CO2)

液化石油ガ
ス
(LPG)

日本商工会議所 CO2チェックリスト



カーボンニュートラルへの取組み
②当面の取り組み ：省エネ診断の受診、補助金の活用、他社の取り組み事例の研究

J-Net21（独立行政法人中小企業基盤整備機構）より



カーボンニュートラルへの取組み
②当面の取り組み ：省エネ診断の受診

一般財団法人省エネルギーセンター省エネ診断



カーボンニュートラルへの取組み
②当面の取り組み ：補助金の活用

•SII：一般社団法人環境共創イニシアチブ

•省エネルギー投資促進支援事業費補助金（経産省）

•二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（環境省）

•カーボンニュートラルに向けた投資促進税制

•環境・エネルギー対策資金融資（日本政策金融公庫）

•ものづくり補助金（グリーン枠）
（温室効果ガスの排出削減に資する取り組みに対して、
最大2千万円の補助金）

•事業再構築補助金（グリーン成長枠）
（グリーン分野への取り組みに対して、最大1.5億円の補助金）



カーボンニュートラルへの取組み
②当面の取り組み ：他社の取り組み事例の研究



カーボンニュートラルへの取組み
②当面の取り組み ：他社の取り組み事例の研究



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み



カーボンニュートラルへの取組み

J-Net21（独立行政法人中小企業基盤整備機構）より



カーボンニュートラルへの取組み

J-Net21（独立行政法人中小企業基盤整備機構）より



カーボンニュートラルへの取組み
② 使用するエネルギーを再生可能エネルギーに切り替える

J-Net21（独立行政法人中小企業基盤整備機構）



カーボンニュートラルへの取組み
③ CO2 を吸収・除去する取り組みを行う。(例：植林、貯留)※



SDGsウエディングケーキモデルで、それぞれの目標の関連を理解し、統合的に
課題解決を検討

脱炭素経営

働き方改革

DX

カーボンニュートラルへの取組みとSDGs



発信しましょう
実践したら、発信！ 見える化は、選ばれる力になります。
自社WebサイトやSNSの他にたくさんあります！





参考資料、参考サイト（順不同）、その他

・J-Net21（中小機構）／カーボンニュートラル・チェックシート

・Shindan-net.jp（省エネルギーセンター）

・環境省Webサイト

・経済産業省Webサイト

・近畿経済産業局Webサイト

・JCCCA（全国地球温暖化防止活動推進センター）

・ひょうご環境創造協会Webサイト

・中小規模事業者のための 脱炭素経営ハンドブック（環境省）

・日本商工会議所 CO2チェックシート

当資料中の記載内容については、可能な限り正確を期するよう努めておりますが、万が一誤りがございましたら、
ご容赦願うとともにご指摘賜れば幸甚です。
また、出典を明記しているものは、出典にあたって使用許諾を得ているものがございますので、複写・配布等にあ
たっては、oshima@hyogo-sdgs.net へお尋ねくださいますようお願いいたします。



ご清聴ありがとうございました！


